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皮 下 腰 痛 発
京大結研紀要 第13巻 第 1号
日後に注射局所に腫癌の発生を認め,急速に増




は殆 ど経 5-7cmに発育 し,最長500日,平均237
日で腰蕩死 した｡腫癌発生部の皮膚の一部は腫













程度｡ 但 し1例 (No.625)においては, 左右殆
ど全葉に亘 って小豆大か ら大豆大の結節がみ ら
れ,叉他の 1例(No.467)では,右中葉のみの無
気肺結節化が認め られた｡更 に他の 1例 (No.
159)において,右下葉の小結節と,その断面に
おける小豆大空洞 とが認め られた｡



















































































































































2cm 大より 7.5cm に至るもので,組織学的に
はいずれもfibrosarcomaに属するものである｡
その細胞性格は上述 した他のブル-プの fibroI
sarcomaと全く同様である｡ 担癌動物 の 1例
(No.1235)では, 右腎に小指東大の, また右肺
に米粒大以下の〕乳点数個が認められ,組織学的































り巻 く拡張した気管支粘膜に上皮の 著 明 な 屈
平上皮様化生があり,更に著 しいケ ラチ ン増
生を伴う角化上皮の壊死脱落物質が, 中心 壊
死部に塊をなして多量に認められた｡ 化 生 を
起こした上皮の一部は癌性浸潤を起 しており,






















































最も著 しい 1例 (No.1082)は, 左肺全体が病
変と化し, そ の断面は′J守巨頭大の 乾酪性膿療
物数個の集合によって占められており,組織学
的にはこの壊死物質を取り巻いて, リンパ網状







































































































































































なお Icの 1例に肺の adenoma様変化が 現















































形成 した｡ この壊死病巣を囲む拡張 した気管
支粘膜上皮に起る metaplasiaは,時に角化












































- 118 - 京大結研紀要 第13巻 第 1号
